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〈山山一酬

説
、ぜ

『
学
説
葉
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
(
委
任
訴
権

あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権
)
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

i
第

第
二
法
文
と
全
体
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
|

49一一一 f奈良法学会雑誌 tMO宅金3・4号 (2008年3月)

寺本

智

I
.
は
じ
め
に

E
・
ヌ
主
抗
議
纂
い
第
一
七
巻
第
一
章
の
構
成

E
.
「
学
説
紫
竹
捻
い
第
…
七
巻
第
一
点
字
第
一
法
文

町
H
.

「
品
ナ
説
九
誕
祭
い
第
一
七
巻
第
一
章
第
二
法
文

V
.
む
す
び
に
か
え
て

I
.
は
じ
め
に

良

ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
委
任
契
約

(
g
S
E
E
B
)
は
ド
イ
ツ
法
を
通
じ
た
日
本
民
法
へ
の
影
響
が
特
に
深
い
と
さ
れ
、
我
が
閣
に
お

い
て
も
、
そ
の
近
代
的
影
響
へ
の
関
心
を
背
景
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
史
・
西
洋
法
史
・
民
法
研
究
者
に
よ
っ
て
多
く
の
研
究
蓄
積
が
な

さ
れ
た
分
野
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
の
主
要
史
料
と
さ
れ
て
き
た
ユ
帝

第
一
七
巻
第
一
章
(
委
任
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訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権
ミ

E
E止
に
丘
町
。
ミ
ミ
)
(
以
下
、
「
問
章
」
と
略
記
す
る
)
自
身
を
特
に
対
象
と
し
て
扱
い
た
い
。

ま
ず
、
金
六
二
法
文
七
一
六
行
か
ら
な
る
同
史
料
の
全
体
的
構
成
に
つ
い
て
概
観
し
、
次
い
で
そ
の
冒
頭
二
法
文
を
訳
出
・
検
討
す
る

も
の
で
あ
る
。

E 

京
チ
説
議
纂
』
第
一
'
℃
巻
第
一
章
の
構
成

同
章
で
は
第
一
法
文
で
委
任
契
約
の
全
体
的
特
般
を
論
じ
、
第
二
法
文
で
契
約
関
係
者
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
委
任
契
約
の
成
立

如
何
を
論
ず
る
。
第
一
一
一
法
文
か
ら
第
六
二
法
文
で
は
、
委
任
契
約
に
関
わ
る
更
に
個
別
具
体
的
な
学
説
・
ル

l
ル
と
個
別
事
例
の
検
討

が
展
開
削
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
三
法
文
以
下
で
は
全
体
と
し
て
抽
象
的
な
学
説
か
ら
具
体
的
な
事
例
検
討
に
至
る
整
然
と
し
た
階
層
構

造
や
、
崩
じ
た
一
下
位
体
系
内
の
論
点
を
服
序
立
て
て
漏
れ
な
く
検
討
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
出
せ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
全

体
と
し
て
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
議
論
の
集
積
な
い
し
ア
ン
ソ
ロ
ジ
!
と
い
う
印
象
を
与
え
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
法
文
の
長
さ
に
つ
い

て
も
一
行
の
も
の

(
第
二
四
法
文
)
か
ら
五
八
行
(
第
一
ニ
法
文
)

の
長
文
に
至
る
ま
で
多
様
な
も
の
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
現
在
残
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
法
文
の
著
者
名
・
標
題
・
巻
数
・
分
量
と
い
う
外
形
に
着
罰
し
て
、
同
章
の
構

成
に
つ
き
概
観
し
て
み
た
い
(
加
表
参
照
)
。

著
者
名
で
は
、
古
典
期
蝶
拐
の
ヤ
ウ
ォ
レ

l
ヌ
ス
か
ら
後
古
典
期
の
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア
!
ヌ
ス
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
年
代
か
ら
一
一
一
一

名
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
名
を
冠
し
た
法
文
の
数
に
藷
目
す
る
と
、
パ
ウ
ル
ス
が

ぃ
、
羽
町
「
、

一ノ
h
M
H

ウ
ル
ピ
ア

l
ヌ
ス
が

四
個
、
次
い
で
パ

i
ピ
ニ
ア

i
ヌ
ス
が
六
側
、
ガ

i
イ
ウ
ス
が
五
偲
、

ユ
ー
リ
ア

i
ヌ
ス
が
間
倒
、

ヤ
ウ
ォ
レ

l
ヌ
ス
が
一
一
一
個
を
数
え

る
。
残
り
の
七
名
は
い
ず
れ
も
二
慨
を
数
え
る
。
パ
ウ
ル
ス
と
ウ
ル
ピ
ア

i
ヌ
ス
が
法
文
偶
数
で
突
出
し
、
そ
れ
に
次
ぐ
パ

l
ピ
ニ

ア
ー
ヌ
ス
と
と
も
に
古
典
期
後
期
の
占
め
る
大
き
な
比
重
を
推
測
さ
せ
る
。
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(別表)r学説会主義第17巻第 1~tfiの構成

iiミ文詐沙 諸手を母子g 僚主且 之さ数 行数

1 ノミウ Yレス 告示設JfJ'平 32巻 71] 
2 ガーイウス 日用法王~ 2老会 161子
3 ノ〈ウルス 告示読解 32巻 7行
4 ガーイウス EJ)丹i1ミjl.ミ 2君事 21] 
5 パウルス 告示iltJfJ'f 32'どき 121] 
6 ウJレピアーヌス 告示3t11町 31巻 2611' 
7 パーピニアーヌス 解答Sま 3宅会 H子
8 ウルピアーヌス をき示日主解 31巻 52fi守
日ノ《ウルス 世子ヰミz注解 32)'';; 21r 
10 ウルピアーヌス 協会当ミ立t:i1'f 31土器 451子
11 ポンポーニウス ブラウテイウス抄録 3巻 2 ff 十ゐ

12 ウjレピアーヌス 金子冠ミi1tJfJ'f 31宅金 58f] 
13 ガーイウス 阪ナ['I{~l~7F IU: f!符 10巻 2行
14 ウルピアーヌス {~示iì:t角平 31巻 8千t
15 パウルス サピーヌスaJ-:fi将 2毛主 31子
16 ウルピアーヌス 31主主 7 守ね必1 

17 パウルス ヌスiltJfJ'f 7号室 3 ff 
18 ウルピアーヌス サピーヌス設JfJ'> 40老会 21'J" 
19 ウルピアーヌス サピーヌス討'Iq汗 43巻 611' 
20 パウルス サピーヌス31:19平 11巻 41'J 
21 ウルピアーヌス サピーヌス言主解 47巻 51'J" 
22 パウルス iラ主民総九千 32君主 541子
23 ヘルモゲニア ヌス 法J少$!k 2芝き 2干，丁

24 パウノレス 断言詫主主 2 '巻 l1T 
25 ヘルモゲニアーヌス 法J少主主 2毛主 21丁♂ 
26 ノ〈ウルス {伝子~iî工角平 32巻 24tf 
27 ガーイウス 五認州告示え主f狩 9巻 171子
28 ウルピアーヌス f苦5F誌l'JfJ'I. 14巻 41'J" 
29 ウルピアーヌス nt;論~ 7宅金 291'J" 

30 ユーリアーヌス 守主説1長 13宅金 7干11ザ

31 ユーリアーヌス そ手;111A1& 14"iき 4'/] 

32 ユーリア ヌス ウルセイユス・フエロ クス法解 3老会 91f 
33 ユーリアーヌス ミニキウスi!tj，主 4宅li 511 
34 アーフリカーヌス 従長追録 自宅全 25fT 
35 ネラーティウス 備忘~ik 5.巻 71T 

36 ヤウォレーヌス カッシウスJ少品主 7毛主 19干.-丁

37 アーフリカーヌス 8巻 61T 

38 マJレケツルス ( 1巻) 12ff 

39 ネラーテイウス 7 '巻 31子

40 ノ《ウルス 9~ 3IT 

41 ガーイウス 3宅き 31T 

42 ウルピアーヌス 11巻 41子

43 ウルピアーヌス 23宅金 31T 

44 ウルピアーヌス 62巻 21子

45 ノ《ウルス ウティウス;i1ff(. 5主主 22十;
46 パウルス 住J瓦ミ;t]，llj予 74巻 7Tl 
47 ポンポーニウス プラウ イウス長少'j}j， 3老会 7t子

48 ケルスス 7毛主 13千j

19 "")レケッ yレス 6巻 811 

50 ケルスス 38巻 8 

51 ヤウオレーヌス カッシウスtT$，k 9宅金
31今一f

52 ヤウオレーヌス 1巻
6t丁A 

53 パーピニアーヌス 9宅き 511 

54 パーピニアーヌス 27巻 llff 

55 パーピニアーヌス 1巻
Z f今丁

56 パーピニアーヌス 3怒 131f 

57 パーピニアーヌス 10巻 7IT 

58 ノミウルス 4毛主 17ff 

59 ノミウルス 4 J{さ 24ff 

60 スカエウォラ 1毛主 31行

61 ノミウ Jレス ーテイウス討議平 2宅き 31T 

62 スカエウォラ 6宅き 11fT 

([1司市総計)716行

※行数の;;-1-1字にあたっては僚主立音1，を S~ 入した



第20巻 3・4号一一一52

各
法
文
の
行
数
を
検
討
す
る
と
、

五
一
行
で
、
向
章
全
体
の
七
一
六
行
に
対
し
て
一
一
一
五
%
(
以
下
、
パ
ー

ウ
ル
ピ
ア

i
ヌ
ス
が
計
一

セ
ン
テ

i
ジ
に
つ
い
て
は
小
数
第
一
位
を
四
捨
五
入
し
た
)
を
占
め
、
パ
ウ
ル
ス
は
閉
じ
く
計
一
九
一
一
一
行
(
一
一
七
%
)
を
占
め
る
。
以

下
、
大
き
く
下
が
っ
て
パ

l
ピ
ニ
ア
!
ヌ
ス
が
四
二
行
(
六
%
)
、

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
も
四
二
行
(
六
%
)
、
ガ

1
イ
ウ
ス
は
問

O
行
会
ハ

ユ
l
リ
ア

i
ヌ
ス
が
一
一
五
行
(
四
%
)
、

八
行
(
四
%
)
、

ア
l
ブ
リ
カ

l
ヌ
ス
が
一
一
一
一
行
(
四
%
)
、

ヤ
ウ
ォ
レ

i
ヌ
ス
が
一

%)、

ケ

ル
ス
ス

一
行
(
一
一
一
%
)
、

マ
ル
ケ
ツ
ル
ス
ニ

O
行
(
一
一
一
%
)
、
ネ
ラ
l
テ
ィ
ウ
ス
が

O
行
(
一
%
)
、
ボ
ン
ポ
l
ニ
ウ
ス
が
九
行
(

%
)
で
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア

i
ヌ
ス
が
四
行
(
一
%
)
と
な
る
。
行
数
に
お
い
て
も
古
典
期
後
期
の
ウ
ル
ピ
ア

i
ヌ
ス
、
パ
ウ
ル
ス
、
パ

i

ピ
ニ
ア

i
ヌ
ス
の
比
重
が
大
き
く
、
時
代
の
下
っ
た
ヘ
ル
モ
ゲ
ニ
ア

l
ヌ
ス
が
対
照
的
に
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
単
独
の

史
料
と
し
て
特
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
の
が
ウ
ル
ピ
ア

1
ヌ
ス

宮
口
一
一
小
註
解
h
a
m
s
-
n
E
B」
第
一
一
一
一
巻
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け

で
六
法
文
・
一
九
六
行
(
一

レ
ー
ネ
ル
の
復
元
作
業
に
よ
れ
ば
、
逆
に
ウ
ル
ピ
ア

i
ヌ
ス

「
告
示
註
解
』

七
%
)
を
占
め
る
。
な
お
、

る第

とー
を巻
う前
か半
がを
わ:再
せ構
るE成
υ す

る
素
材
と
し
て
も

七
巻
第
一
業
所
収
の
法
文
群
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い

第

擦
題
に
つ
い
て
は
ウ
ル
ピ
ア

l
ヌ
ス
、
パ
ウ
ル
ス
そ
れ
ぞ
れ
の

二
五
行
(
四
五
%
)
と
な
る
。
ま
た
ガ

i
イ
ウ
ス
『
属
州
告
示
註
解
与
え
内
見
守
吉
包

HMgtbむ
と
こ
が
一
一
一
法
文
・
一
一
二
行
(
一
一
一
%
)

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
向
章
が
、
政
務
官
法
体
系
の
大
き
な
影
響
を
う
け
つ
ぎ
つ
つ
成
立
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

が
目
立
っ
て
お
り
、
両
者
あ
わ
せ
て
一
人
法
文

ウ
ル
ピ
ア

i
ヌ
ス
と
パ
ウ
ル
ス
が
あ
ら
わ
し
た
、
代
表
的
な
吋
市
民
法
論
」
系
列
の
著
作
で
あ
る
各
「
サ
ビ

l
ヌ
ス
註
解
与
え

E
E
E
~包
」
も
あ
わ
せ
て
六
法
文
を
数
え
る
も
の
の
、
行
数
は
計
二
一
二
行
(
一
二
%
)
に
と
ど
ま
り
、
対
照
的
に
軽
い
比
重
と
な
っ
て
い

な
お
、

る
O 
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麗

第
一
七
巻
第
一
章
第
一
法
文

第
一
法
文
(
パ
ウ
ル
ス
吋
告
示
註
解
』
第
一
一
三
巻
)
「
委
任
の
債
務
関
係
は
締
約
者
た
ち
の
合
意
の
う
え
に
成
り
立
つ
。
(
一
)
そ

れ
故
に
、
使
者
を
通
じ
て
も
、
あ
る
い
は
手
紙
に
よ
っ
て
も
委
任
は
引
き
受
け
ら
れ
得
る
。
(
一
己
開
採
に
〔
委
任
者
が
〕
吋
私
は

お
願
い
す
る
』
又
は
「
私
は
望
む
」
又
は
「
私
は
委
任
す
る
」
又
は
他
の
い
か
な
る
文
言
を
用
い
て
記
し
た
と
し
て
も
、
委
任
一
許

権
は
存
在
す
る
。
(
一
一
一
)
同
様
に
委
在
は
一
定
の
期
日
ま
で
延
期
す
る
か
た
ち
ゃ
条
件
付
き
で
締
結
さ
れ
た
り
で
き
る
。
(
四
)
委

任
は
加
熱
指
で
な
け
れ
ば
何
ら
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
委
任
は
義
務
と
友
情
に
起
源
を
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
賃

金
は
義
務
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
金
銭
が
介
在
す
る
と
き
に
は
、
こ
と
は
む
し
ろ
賃
約
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
、
委
任
契
約
を
他
か
ら
灰
一
別
す
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
(
ニ
諾
成
契
約
、
(
一
苧
形
式
の
自
由
、
(
一
一
一
)
無
償
契
約
と

い
う
特
徴
を
記
す
史
料
で
あ
り
、
同
率
で
は
異
例
に
抽
象
的
・
概
括
的
な
記
述
で
あ
る
。

N 

克
子
説
葉
纂
』
第
一
七
巻
第
一
章
第
二
法
文

第
二
法
文
(
ガ
l
イ
ウ
ス
円
日
用
集
」
第
二
巻
)
「
委
任
は
わ
れ
わ
れ
〔
私
(
委
任
者
)
と
君
(
受
任
者
)
〕
の
間
で
以
下
の
場
合

に
締
結
さ
れ
る
。
私
の
み
の
利
誌
の
た
め
に
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
、
又
は
第
三
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
委
任
す
る
場
合
、

の
利
益
の
た
め
に
委
任
す
る
場
合
、
又
は
私
と
君
の
利
益
の
た
め
に
委
恋
す
る
場
合
、
又
は
君
と
第
一
一

の
手Ij

又
は
私
と
第

益
の
た
め
に
委
託
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
君
の
み
の
利
益
の
た
め
に
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
、
こ
の
委
託
は
無
駄
で

53 

あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
何
ら
の
債
務
関
係
も
生
じ
な
い
。
(
一
)
委
任
が
私
の
み
の
利
益
の
た
め
に
私
と
君
の
開
で
存
在
す
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る
の
は
、
例
え
ば
私
の
事
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
私
の
土
地
を
君
が
売
っ
た
り
、
私
の
た
め
に
君
が
信
命
保
証
を
な
し
た
り

す
る
よ
う
に
、
私
が
君
に
委
託
す
る
場
合
で
あ
る
。
(
一
一
)
第
三
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
テ
イ
テ
イ

ウ
ス
の
事
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
彼
の
土
地
を
君
が
売
っ
た
り
、
彼
の
た
め
に
君
が
信
命
保
証
を
な
し
た
り
す
る
よ
う
に
、

私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
(
一
二
)
私
と
第
一
一

の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
私
と
テ
ィ
テ
イ
ウ
ス
の
事

務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
私
と
彼
の
土
地
を
君
が
売
っ
た
り
、
私
と
披
の
た
め
に
君
が
信
命
保
証
を
な
し
た
り
す
る
よ
う
に
、

私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
(
閤
)
私
と
君
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
君
が
利
息
付
き
で
あ
る
者
(
借

り
主
)
に
金
銭
を
貸
し
、
そ
の
者
は
私
の
物
を
手
に
入
れ
る
た
め
金
銭
を
借
り
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
(
五
)
君
と
第
一
一

者
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
君
が
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
に
利
息
付
き
で
金
銭
を
貸
す
よ
う
に
私
が
君
に
委
任
す
る
場

合
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
君
が
利
息
な
し
に
金
銭
を
貸
す
よ
う
に
と
い
う
場
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
委
任
は
第
一
一

益
の
た
め
に
私
と
君
の
問
で
存
在
す
る
。
(
六
)
他
方
で
、
例
え
ば
君
が
君
の
金
銭
を
利
息
付
き
で
貸
す
よ
り
む
し
ろ
農
地
の
質

の
み
の
利

い
入
れ
に
投
資
す
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
反
対
に
農
地
の
買
い
入
れ
よ
り
は
む
し
ろ
利
息
付
き
で
貸
す
こ
と
に
投
資
す
る
よ
う
に
、

私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
、
委
任
は
君
の
利
益
の
た
め
に
私
と
君
の
開
で
存
在
す
る
。
こ
の
類
の
委
任
は
委
任
と
い
う
よ
り
も
む

し
ろ
助
言
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
債
務
を
負
う
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
何
人
も
助
一
一
白
か
ら
債
務
を
負
う
こ
と
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
助
言
が
そ
れ
を
与
え
ら
れ
た
者
の
利
識
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
助
一
一
白
が
自
分
の

利
議
に
な
る
か
ど
う
か
を
自
分
の
判
断
で
吟
味
す
る
の
は
皆
自
由
、
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

委
怪
契
約
を
委
任
者
(
私
)
、
受
張
者
(
君
)
、
第
三
者
に
お
け
る
利
益
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
し
、
受
任
者
の
み
の
利
益
と

な
る
よ
う
な
委
任
契
約
か
ら
は
債
務
関
係
吉
区
哲
氏
。
)
が
生
じ
な
い
と
論
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
す
で
に
紀
元
後
ニ
世
紀
の



ガ

l
イ
ウ
ス
刀
法
学
提
要
旨
白
止
さ
え

S
2
h
に
も
見
ら
れ
、

ユ
帝
吋
法
学
提
要
」
に
も
酷
似
し
た
議
論
が
見
出
さ
れ
針
。

一
読
し
て
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偶
別
の
場
合
を
根
気
よ
く
あ
げ
て
検
討
し
て
い
く
特
般
的
な
ス
タ
イ
ル
を
見
て
取
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の
方
法
論
を
検

討
し
た
フ
ィ

l
ヴ
ェ
ク
を
一
例
と
す
る
よ
う
に
、
法
学
特
有
の
方
法
論
の
あ
り
方
と
結
び
つ
け
て
も
論
及
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、

一
見
し
て
、
委
任
者
・
受
任
者
・
第
三
者
の
王
者
と
も
に
利
益
と
な
る
よ
う
な
類
型
を
明
示
し
て
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ

の
点
に
つ
い
て
ワ
ト
ソ
ン
は
、
本
法
文
が
も
と
も
と
問
題
解
決
の
た
め
に
実
践
的
な
自
的
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
自
明
な

類
型
を
あ
え
て
挙
げ
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

筆
者
も
こ
れ
を
説
得
的
な
説
明
と
認
め
た
い
。

v.
む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
本
稿
は
間
掌
の
全
体
的
構
成
を
検
討
し
、
冒
頭
の
ニ
法
文
を
訳
出
・
検
討
す
る
に
と
ど
め
た
覚
え
書
き
で
あ
る
。
今
回
そ
の

よ
う
に
筆
者
自
ら
が
設
定
し
た
範
閣
は
慎
重
に
守
り
た
い
が
、
第
三
法
文
以
下
の
史
料
を
予
備
的
に
検
討
し
た
経
験
か
ら
、
契
約
当
事

者
間
の
権
利
義
務
に
関
す
る
不
均
衡
を
見
出
せ
そ
う
な
見
通
し
を
現
在
得
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
友
情
に
発
す
る
無
鎖
性
」
と
い
う
美

名
の
も
と
で
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
当
事
者
(
主
と
し
て
受
任
者
)
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
奴

隷
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
が
、
市
民
権
を
得
て
か
ら
も
元
主
人
の
事
実
上
の
支
配
を
受
け
る
元
奴
隷
」
な
ど
の
立
場
ゆ
え
非
対
称
的
な
負

拐
を
甘
受
す
る
姿
を
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
時
代
・
地
域
を
超
え
て
、
桐
村
彰
郎
先
生
が
研
究
生
活
を
捧
げ
て

こ
ら
れ
た
「
差
別
と
抑
圧
」
と
い
う
テ

l
マ
と
も
触
れ
あ
う
普
遍
性
を
有
す
る
と
考
え
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
具
体
的
検
討
に
力
及
ば

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ま
ず
今
後
の
課
題
と
し
、
本
稿
に
よ
っ
て
退
職
さ
れ
る
先
生
へ
の
祝
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
。

55 

(
l
)

林
知
日
良
門
共
和
政
末
期
ロ

i
マ
の
法
学
者
と
社
会
変
容
と
胎
動
の
世
紀
」
(
法
律
文
化
社
、
一
九
九
七
年
)
(
以
下
、
「
拙
著
」
と
略
記
す

る
)
ヱ
ハ
i
一
一
二
演
の
文
献
リ
ス
ト
所
収
の
引
別
文
献
に
つ
い
て
は
、
略
号
を
本
稿
で
も
踏
裟
す
る
。
特
訟
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
文
献
デ
1
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タ
も
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
以
下
の
川
町
民
す
を
用
い
る
。
∞
三
宮
門
司
切
り
同
刊
行
時
〉
門
同
O
}
町
一
∞
四
円
四
白
戸
町
出
町
、
三
ohumw門町内

]
5
5
Uロゲ何回凶印門{門戸阿片品目(ロ
g
g
-
s
u∞)一宅問付加。ロ・
(Uζ
日

N
F
H
〉
一
言
巧
丘
町
C
ロ
-
n
o
b
H
E
R
o
h
ミ
hhH位
向
門
司
』
己
勾
2
5
b
h
h
M
宅
(
O
H
沙門
P
H
申
告
)

(
円
岳
町
〉
弘
司

P
S∞
品
)
一
フ
ィ

l
ヴ
エ
ク
「
結
合
術
」

H
吉
原
遠
山
出
訳
/
註
「
斗
『
・
フ
ィ

l
ヴ
ェ
ク
「
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
ツ
「
結
合
術
」
と
法
律
学
的
事

例
』
」
(
広
潟
法
学
・
二
九
j
一
一
一
)
門
学
説
議
答
い
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
英
緩
対
訳
版
で
あ
る
と

S
4
2
z
o
p
同

J
b
q
b釘問的円

o
h
b
s
h
h
b
k己
品
〈
C
F
匂
}
比
一
怠
巾
S
E
2・
5
∞
印
)
所
収
の
、
い
わ
ゆ
る
モ
ム
ゼ
ン
大
級
を
用
い
た
。
そ
れ
以
外
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
き
拙
者
V
支
の

方
針
を
踏
襲
し
た
。

(
2
)

原
悶
「
ロ

i
マ
法
」
二

O
O支
は
、
「
諾
成
契
約
の
一
と
し
て
定
型
的
契
約
の
域
に
到
透
し
た
ロ

1
マ
法
の
委
任
は
、
こ
の
方
面
に
か
け
て
は

何
等
特
別
の
概
念
と
規
範
を
持
た
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
法
を
完
全
に
紋
服
し
た
。
民
法
の
規
定
も
六
五

O
俊
一
一
一
項
を
除
き
、
ロ
ー
マ
法
起
源
で
あ
る
。
」

と
記
す
。
委
任
法
研
究
分
野
に
お
け
る
近
年
の
集
大
成
と
し
て
巴

Z
R日
L
o
q
-
F一m
g
z
Z
H
g
z
g
(関
与
巴
〉
広
告
岳
窓
口
M

E
え
て
2
・
語
、
き
忌
2
・

匂
え
た
J

丸町内
V
N向

S
H
G包
思
込
町
己
口
口
氏

5
0骨
5
8
勾町内
b
二
切
巾
円
ロ
ロ
』
1
門

csc-suω)を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
委
任
法
制
明
論
自
身
の
検

討
を
ひ
と
ま
ず
射
程
外
と
し
た
い
。

(3)

問
中
話
会
体
の
翻
訳
に
つ
い
て
筆
者
は
、
氷
ら
く
準
備
中
で
あ
り
、
概
ね
準
備
作
業
の
半
ば
を
過
ぎ
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
関
迷
し
た
産
物
で

あ
る
が
、
会
訳
文
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
慎
重
を
期
す
た
め
(
で
き
る
だ
け
早
販
を
め
ざ
し
つ
つ
も
)
他
日
を
期
し
た
い
。

(
4
)

た
だ
し
、
ワ
ト
ソ
ン
は
第
一
・
第
二
法
文
の
抽
象
性
・
一
般
性
と
、
こ
れ
に
続
く
法
文
群
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
認
め
な
が
ら
も
、
第
三
第
五

法
文
を
特
に
区
別
し
て
、
こ
こ
で
第
一
・
二
法
文
で
の
定
義
が
継
続
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
(
巧
え
さ
戸
。
宮
田
J
U
-
N
e
。

そ
れ
に
対
し
て
祭
者
は
冒
頭
二
法
文
と
第
一
一
一
法
文
以
下
と
が
断
絶
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

(
5
)

こ
れ
も
周
知
の
事
柄
に
印
刷
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
ユ
帝
宮
山
学
提
姿
い
第
三
巻
第
二
六
章
「
委
任
に
つ
い
て
(
勺

q
B
S
E円
む
こ
を

一
読
す
る
と
、
こ
こ
で
検
討
す
る
「
学
説
議
纂
い
第
一
七
巻
第
一
家
と
は
開
列
な
っ
て
、
委
任
に
関
す
る
基
本
事
項
を
全
体
と
し
て
怒
序
し
て
網

羅
し
よ
う
と
い
う
構
成
方
針
を
読
み
取
れ
る
。
ユ
出
市
「
法
学
提
姿
い
前
記
筒
所
の
設
攻
か
ら
第
六
項
半
ば
ま
で
に
つ
い
て
は
後
述
註

(
M
H
)

で

部
分
訳
を
付
す
が
、
同
筒
所
全
体
と
し
て
関
係
者
の
利
援
に
品
川
初
日
し
た
委
任
の
分
類
と
受
任
者
の
み
の
利
援
と
な
る
委
任
の
無
効
と
、
い
わ
ゆ

る
信
用
委
任
の
成
立
問
題
が
述
べ
ら
れ
る
。
次
い
で
、
第
七
項
(
務
良
の
風
俗
に
反
す
る
委
任
の
無
効
)
、
第
八
項
(
委
任
さ
れ
た
範
囲
を
逸
脱

す
る
契
約
の
効
力
)
、
第
九
項
(
委
任
の
撤
回
期
間
以
)
、
第
一

O
項
(
当
事
者
の
死
亡
に
よ
る
委
任
の
解
消
)
、
第
一
一
環
(
委
任
契
約
締
結
の

8
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出
と
締
結
後
の
拘
束
力
)
、
第
一
一
一
項
(
委
任
の
延
期
と
条
件
付
与
)
、
第
二
一
一
項
(
委
任
の
無
償
性
)
が
版
次
区
別
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
明
快
な
夜
分
け
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ガ
!
イ
ウ
ス
吋
法
学
提
安
い
第
三
巻
第
一
五
五
i
一
六
二
附
仰
の
扱
う
事
項
と
表
現
は
多
く

一
致
し
て
い
る
。
訴
織
な
比
較
検
討
は
本
稿
の
羽
的
外
と
し
て
差
し
控
え
る
に
し
て
も
、
こ
れ
は
ユ
帝
門
法
学
提
姿
』
の
源
流
が
ガ

1
イ
ウ
ス

淫
伯
尚
子
提
要
』
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
事
実
で
あ
る
。
ユ
府
市
吋
法
学
徒
姿
」
に
お
け
る
委
任
契
約
関
連
の
記
述
に
つ
い
て
、
ま
ず

ζ
2
N
閥
均
-

(リロ
3
M
g
t
H
aを
参
照
。

(
6
)

悶
準
成
立
の
歴
史
的
経
緯
と
一
編
纂
過
程
を
推
測
す
る
研
究
と
し
て
ま
ず
ワ
ト
ソ
ン
の
研
究
(
巧
尽
き
P
の
ζ
宮、・℃℃
-
M
品
調
印
)
を
挙
げ
る
。

(
7
)

俄
々
の
法
学
者
の
活
動
持
期
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
∞
号
問

2
・
切
り
月
刊
の
該
当
事
項
及
び
柴
田
「
ロ

l
マ
法
学
」
一
一
一
六
j
m
二
一
良
を

参
照
。
法
学
史
の
時
代
区
分
に
つ
き
柴
田
「
ロ

I
マ
法
学
」
に
従
っ
た
。

に
「
委
任
訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権
ミ
自
岳
民
ぐ
え

S
H
5・
白
」
の
部
(
収
録
断
片

Z
0・
由
。
吋
『
記
念
と
「
組
合
員
の
た
め
に
、
~
6
8
Qと

の
部
(
収
録
断
片
2
0

申
ロ

'S申
)
に
二
分
さ
れ
る
。
「
委
任
訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権
」
の
部
に
収
め
ら
れ
る
一
一
断
片
中
八
偲
が
吋
学
説

議
纂
い
第
一
七
巻
第
一
章
に
収
め
ら
れ
た
法
文
の
み
を
元
に
復
元
さ
れ
て
残
る
一
ニ
俄
は
部
分
的
(
収
録
断
片
H
4
0
・
8
5
に
「
学
説
紫
纂
』
第
五

O
巻
第
一
七
章
第
閲
七
法
文
首
攻

S
・
g-HNAHN
胃
・
但
し
、
モ
ム
ゼ
ン
版
で
の
襟
題
は

d
宣
告
5
5
8
主
将
5
5
0完
即
応
包

WEB--
と
あ

り
、
レ

i
ネ
ル
が
註
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
)
を
引
き
、
あ
る
い
は
全
体
と
し
て
向
第
一
九
巻
第
五
家
第
一
九
法
文

B
・

s・印・
3
)
(収

録
断
片
2
0
C
M
印
)
と
向
第
五

O
巻
第
一
四
章
第
二
法
文

B
・

s・-弁
N
)

と
を
間
引
い
て
い
る
(
収
録
断
片
2
0
・由回目
)
o
F
g
巾
「
黒
(
Y
H
H
ω

・
2
や

お
?
ゼ
参
紹
…
。

(
9
)

レ
l
ネ
ル
に
よ
れ
ば
、
パ
ウ
ル
ス
「
告
示
註
解
い
第
一
一
一
二
巻
も
「
委
任
訴
権
あ
る
い
は
委
任
反
対
訴
権
」
と
「
総
合
員
の
た
め
に
」
か
ら
成

り
、
前
者
に
お
け
る
「
学
説
紫
竹
撚
』
第
一
七
巻
第
一
家
所
収
法
文
の
ウ
エ
イ
ト
が
圧
倒
的
に
大
き
い

PEa-E(V-Hω
・
5
N
∞eHCωω)0

(
印
)
さ
ら
に
付
一
ず
一
泊
す
れ
ば
、
ボ
ン
ポ

i
ニ
ウ
ス
吋
プ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
抄
録
匂
旬
、
な
口
止
と
・
パ
ウ
ル
ス
寸
フ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
註
解
与
え
ミ
き
た
ロ
包
い

は
、
防
章
の
法
文
中
に
計
一
一
一
倒
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
象
と
す
る
法
学
者
。
フ
ラ
ウ
テ
ィ
ウ
ス
盟
国
三
一

5
は
、
法
務
官
法
を
対
象
と
し
て

著
述
を
残
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(
切
句
宮
門
司
盟
)
器
、
.
℃
・

8N)
。

(
日
)
「
サ
ビ

l
ヌ
ス
註
解
い
が
吋
市
民
法
論
』
系
列
の
知
的
伝
統
に
お
い
て
占
め
て
い
る
佼
援
に
つ
き
、
筆
者
は
以
前
拙
著
九
九
、

八
頁
に
お
い
て
触
れ
る
機
会
を
得
た
。

一
五
六
i
一
五
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C
Z
H
開
田
氏
C
H
H
H
出
門
戸
門
山
田
氏
円
。
ロ
印
巾
ロ
出
口
円
。
口
付
門
田
町
巾
口
氏
C
H
U
g
ロ
印
山
田
円
一
昨
(
同
)
民
問
。
℃
巾
吋
ロ
ロ
ロ
昨
日
C
B
ρ
c
o
門
官
巾
z
a
℃
作
門
巾
u
g
g
E
g
g
同
門
戸
円
山
田
z
g
印
5
n
e
一

日
)
0
8
2
・
S
H
丹
市
白
出
宮
内
イ
C
問
。
司
由
一
c
m
ど
c
z
-
g
c
巾
-
5
5
門
戸
。
-
白
一
c
m
山
口
。
3
5
2
同
H
5
c
m
C
刊
号
C
出
口
円
一
日
〉
∞
2
F
B
E
E
白
片
山
田
円
仲
宮
市
民
・
3
H
g
g
自
由
昆
出
2
8

2
5
仏
お
自
門
出
同
町
再
三
尽
き
σ
円
。
ロ
品
目
2
0
5
2
え
g
y
H
U
C
伴
内
印
円
S
Y
向
山
口
弘
氏
ロ
ヨ
ロ
区
間
円
三
g
g
g
ロ
ロ
ロ
ロ
ヨ
而
由
け
口
出
向
H
M
C
円
日
目
札
口
市
阿
H
E
H
O
尽
円
一
。
ぇ
ρ
口
市

民
自
一
n
F
E
可
申
F
F
円
。
口
々
と
5
日
常
向
。
白
出
件
。
忠
弘
O
B
巾
吋
円
四
回
一
一
E
m
E
S
F
2
5
2
H
Z
M
宮
n
c
a
開
門
再
出
即
応
一
c
n
由
民
O
ロ
司
自
尽
き
ロ
門
吉
2
5
ロ
m
w
g
u
o
Z
ロ
閉

門町田円

vw一
汁
(
円
)
・
ロ
-
Y
H
]
M
i
〉
d
v
d
ω
一
口
)
円
。
件
ユ
柏
市
門
戸
田
一
2
0
印
出
門
戸
同
門
戸
門
戸
C
白
品
目
門
出
兵
ロ
ヨ
)

(
日
)
日
f

山
田
口
品
目
Z
5
5
5
門
口
8
8
E
g
笠
宮
戸
田
宮
町
g
g
g
ロ
2
5
四
円
阻
止
由
江
広
自
由
ロ
門
同
町
自
由
一
戸
回
目
出
口
g
E
S
E
C
g
巴
5
5
2
m
片
山
口
g
知
的
~
5
5
3

え
宮
山
田
宮
市
宮
出
向
片
山
口
吉
田
・
ρ
ロ
O
円
山
氏
門
己
申
仲
間
口
Z
B
開
門
出
口
即
位
}
)
一
8
8
含
戸
出
口
同
〉
開
吋
g
n
c
c
g
巾
閉
門
自
信
念
g
g
z
o
土
品
ロ
ロ
ロ
由
民
向
。
。
σ
口
問
主
円
。

口
問
的
円
片
付
広
三
回
)
沼
町
田
S
口
付
C
門
出
向
吋
由
民
間
S
Z
E
E
一
昨
8
8
仏
国
Z
g
-
ロ
伸
一
口
広
田
一
号
一
ヨ
伊
豆
巾
g
-
5
5
m
o
晋
g
g
間
開
門
出
田
口
市
一
E
P
E
z
g
g
庄
内
B
R
a

g
一
三
U
5
2
巾
出
円
山
町
三
σ
g
印
・
。
)
〉
一
日
間
ロ
m
w
S
E
c
s
-
5
2
昨
日
間
一
色
豆
沼
田
門
戸
円
山
内
円
H
Y
C
円
、
H
，
X
出
口
町
問
。
江
田
間
開
吋
開
門
町
田
口
氏
ロ
伴
内
ロ
ロ
(
日
ロ
g
a
巾
ヨ
巾
円
開
閉
口
巾
{
口
片

山
)
門
0
2
出
品
a
z
z
g
-
(
ω
)
ζ
内
田
巾
円
急
g
p
E
E
昨
日
開
門
在
日
出
口
号
B
-
ロ
昨
日
E
2
d
丘
一
口
市
問
。
苦
肉
巾
円
四
円
再
出
口
市
{
に
け
包
E
2
J
門
戸
片
山
o
p
H
M
門
日
z
g
m
百
四
円
何
回

口
巾
一
三
℃
5
5
白
2
H
d
c
宮
市
一
口
吉
田
印
(
品
)
吋
，
E
R
g
g
w
S
K
片
山
田
一
ヨ
田
口
円
山
由
自
丘
一
己
唱
え
印
ロ
ぴ
広
田
口
吋
戸
田
円
門
出
品
問
門
司
出
町
一
‘
ρ
口
一
5
5
5
5
8
8
5
5
5
5
宗
門
・

(
印

)
J
門
口
国
立
出
口
町
同
M
m
r
口
市
宮
江
田
一
円
一
一
弘
5
2
門
戸
門
日
開
凶
戸
三
寸
志
C
田
口
ぴ
ロ
印
ロ
ユ
出
円
円
巾
仏
師
吋
目
的
・
ρ
ロ
C
門
目
的
「
口
同
町
一
口
市
C
M
山
口
円
一
的
円
円
出
円
山
由
吋
巾
印
噌
出
一
一
巾
口
出
仲
田
門
戸
Z
B
開
吋
由
民
間

同
ロ
お
2
8
日
付
包
出
口
民
主
C
5
・

5
1門
戸
出
即
応
g
g
m
門
出
門
戸
内
二
口
広
2
8
民
自
由
ロ
再
開
宮
同
吋
y
g
E
門
戸
田
一
日
間
口
品
開
門
口
氏
一
)
「
三
℃
出
門
広
三
g
z
g
℃
O
江
戸
山
田
区
内
百
円
淳
一
?

口
問
団
℃
門
出
出
品
一
0
2
5
2
一
一
0
2
∞
ρ
g
s
p
g
m
円
巾
印
唱
口
町
一
巾
同
門
日
2
2
8
三
円
程
口
問
吋
由
印
℃
O
片
山
口
出
ρ
5
5
Z
巾
門
出
℃
巴
0
2
巾
印
℃
宗
主
5
2
5
円
。
口
C
門
町
田
一
2
5日

間
g
巾
ユ
∞
呂
田
ロ
門
E
g
g
自
民
間
~
∞
n
c
口
出
一
一
一
口
5
2
門
ρ
5
5
g
山
口
仏
国
Z
5
2
0
σ
一
応
ロ
O
ロ
2
円
。
σ
ロ
向
田
件
。
江
口
B
-
ρ
ロ
阿
国
口
巾
5
0
2
8
口
出
口
5
0
ぴ
一
一
四
民
三
唱

巾
江
田
門
口
氏
ロ
O
H
H
Z
一
℃
叩
門
出
向
伴
内
一
門
戸
同
日
仏
国
σ
同
門
広
戸
ρ
g
白
出
ぴ
m
E
g
m
由
同
n
c
E
C
町
田
匂
F
H
円
山
田
由
2
6
日
常
国
門
戸
田
門
戸
内
同
℃
巾
門
戸
山
田
門
出
一
σ
一
円
。
ロ
∞
一
一
2
5
・
(
U
M叶
-
Y
N
の
〉
H
C
ω

吾
円
。
∞
ロ
n
z
E
c
n
o
a
a
g
出
E
B
)

(
日
比
)
以
下
に
対
応
箇
所
を
訳
出
す
る
。
「
(
一
五
瓦
)
委
任
は
、
わ
れ
わ
れ
の
利
授
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
が
委
任
す
る
か
、
第
三
者
の
利
滋
の
た
め

に
委
任
す
る
場
合
に
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
私
の
専
務
を
君
が
執
り
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
事
務
を
〔
君
が
〕
執
り
行
っ
た
り
す

る
よ
う
私
が
委
任
し
た
な
ら
ば
、
委
任
に
基
づ
く
僚
務
関
係
が
発
床
ふ
す
る
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
一
方
が
他
方
に
対
し
て
、
私
が
殺
に
対
し
て

か
、
ま
た
は
君
が
私
に
対
し
て
か
、
誠
な
に
よ
り
給
付
す
る
こ
と
を
姿
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
き
お
互
い
に
賞
を
魚
、
つ
で
あ
ろ
う
。
(
一
五
六
)
実

際
、
私
が
沼
に
対
し
て
世
相
の
利
益
の
た
め
に
委
任
を
す
る
場
合
、
委
任
は
無
駄
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
お
自
身
が
君
の
利
援
の
た
め

に
な
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
ぞ
れ
は
私
の
委
任
か
ら
で
は
な
く
者
自
身
の
判
断
に
基
づ
い
て
な
す
べ
き
な
の
だ
。
従
っ
て
、
も
し
設
が
自
家
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に
遊
休
資
金
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
君
に
そ
の
遊
休
資
金
を
利
息
つ
き
で
貸
す
よ
う
に
私
が
勧
め
た
と
す
る
。
そ
こ
で
君
が
消
費
貸
借
と
し

て
資
金
を
与
え
た
の
に
、
そ
の
者
か
ら
回
収
不
能
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
沼
は
私
に
対
し
て
委
任
訴
権
を
有
し
な
い
だ
ろ
う
。
間
内
総
に
、
設
が

何
か
の
物
を
交
う
よ
う
に
私
が
勧
め
た
場
合
、
例
え
そ
の
物
の
燐
入
が
設
の
役
に
友
た
な
か
っ
た
し
て
も
、
私
は
認
に
対
し
て
委
任
に
法
づ
く

交
を
負
わ
な
い
だ
ろ
う
。

{
5
3
ζ
山口
E
g
g
8
5
2
E門
・
由
一
口
四
吉
田
門
g
m
S江田
5
5含
自
己
的
田
一
己
巾
出
口
g
E一見出
β

ロ
再
出
宮
町
三

5
2
5向。門戸出向巾門国間

∞一

5
C仲間}門司ユ
5
・
日
間
口
合
口
市
円
一
5
・
円
。
ロ
門
門
田
一
三
日
居
間
口
仏
国

Z
C
Z応
急
0・
2
5
E
8
B
即
日
門
巾
門
氏
支
山
江
門
出
口
巾
ぴ

H
2
5
百
戸

ρロ
O門山口巾
}HUm
丘一)一口町一円巾

5
5日ぴ
C口出出門戸市匂吋国内田門出吋巾
OHMOス
2
3印
出
)
吋
ム
即
日
出
ご
口
出
向
門
出
門
広
叶
E
g
g
b
m
g・
2H)四円口出
ncロ
ヨ
巾
2
5宮内山出窓口同一門
HCC乱昂口一
g
g
g出向門出片山田

叫
出
円
宮
門
口
出
師
2
・
一
応
門
山
由
門
口
問
的
巾
門
戸
芯
丘
一

my
口
C口白
H
g
g
浅
田
口
仏
mwg
同
国
円
三
巾
仏
巾
σ内田一一門出門
MCmw
町一

O氏。印出
HHMU巾門戸
HHHUH出
品

0
5ご
cm戸
巾
片
巾
町
田
ぴ
巾
同
比
四
日

yo門仲間門口出向己巾吋
5
・
え

g
g
p
g
q
R
g
-
ρ
g
gロ一回
U
g
a
8
5
5
g
門日出品開江田・国

ρcomm門口出吋巾ロ
Oロ
u
o
g巾江田・ロ
C口
付
即
日

g
g
g
z∞
B
開
2
5

吉田門戸円山由民間門

C
2
5
H
H
M
X巾
g
a
v
cユ
三
口
出
回
目
5
・
5
5
5
由一

5
C出向吋戸市
E
R
g
-
門山口如何回
Z
Z
ロ
C口
問
同
一
足
門
出
巾
コ
門

c
z
g
g
白
HHH2出
戸
口

Oロ
g
g巾ロ丘一)一

日
出
口
宏
氏
丹
市
ロ
与
C
門・(の回一

ω・
5
印
aHg)」
「
委
任
は
五
つ
の
や
り
方
で
締
結
さ
れ
る
。
設
か
(
委
任
者
)
が
自
分
の
利
益
の
た
め
に
の
み
お
(
受

任
者
)
に
委
任
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
委
任
者
と
殺
(
受
任
者
)
の
利
議
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
み
の
利
益
の
た
め
に
、
あ
る
い
は

委
任
者
と
第
三
者
の
利
議
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
君
(
受
任
者
)
と
第
三
者
の
利
議
の
た
め
に
受
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
他
方
で
、
君
(
受
任

者
)
の
み
の
利
益
の
た
め
に
殺
に
委
任
が
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
委
任
は
無
駄
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
委
任
か
ら
何
ら
の
債
務
関
係

も
、
ま
た
君
た
ち
の
聞
に
委
任
訴
権
も
生
じ
な
い
。
(
二
委
任
者
の
み
の
利
援
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
誰
か
が
お
に
そ
の

者
(
委
任
者
)
の
事
務
を
執
り
行
う
よ
う
、
あ
る
い
は
地
所
を
委
任
者
の
た
め
に
眺
納
入
す
る
よ
う
、
あ
る
い
は
委
任
者
の
た
め
に
努
約
を
す
る

よ
う
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
会
与
殺
(
受
任
者
)
と
委
任
者
の
利
援
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
、
委
任
者
自
身
の
物
を
手

に
入
れ
る
た
め
に
金
を
借
り
入
れ
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
設
が
利
息
付
き
で
金
銭
を
貸
し
付
け
る
よ
う
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ

る
。
あ
る
い
は
君
が
委
任
者
を
、
彼
が
信
命
保
証
を
な
し
た
た
め
に
訴
え
よ
う
と
望
ん
で
い
る
場
合
に
、
委
任
者
の
危
険
〔
負
担
〕
に
お
い
て

主
依
務
者
を
君
が
訴
え
る
よ
う
、
あ
る
い
は
君
に
対
し
て
委
任
者
が
負
っ
て
い
た
依
務
を
引
き
受
け
る
よ
う
指
図
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
委
任

者
が
危
険
を
魚
、
っ
か
た
ち
で
怒
が
〔
問
答
契
約
の
形
で
〕
要
約
す
る
よ
う
沼
に
対
し
て
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
o

(

一
一
一
)
一
方
で
、
第
三
者
の
た

め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
テ
イ
テ
イ
ウ
ス
の
事
務
を
殺
が
執
り
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
テ
イ
テ
イ
ウ
ス
の
た
め
に
設
が
土
地
を
眺
納

入
し
た
り
、
あ
る
い
は
テ
イ
テ
ィ
ウ
ス
の
た
め
に
お
が
怒
約
を
な
し
た
り
す
る
よ
う
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
(
間
)
委
任
者
と

第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
委
任
者
と
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
(
第
三
者
)
の
た
め
に
お
が
土
地
を
帥
納
入
し
た
り
、
あ
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る
い
は
委
任
者
と
テ
イ
テ
ィ
ウ
ス
の
た
め
に
抑
留
約
を
な
す
よ
う
、
委
任
者
と
テ
イ
テ
ィ
ウ
ス
共
通
の
事
務
執
行
を
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場

合
で
あ
る
。
(
五
)
怒
と
第
一
一
一
考
の
利
益
の
た
め
に
委
任
が
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
テ
イ
テ
イ
ウ
ス
に
君
が
利
息
付
き
で
金
銭
を
袋
し
付
け
る

よ
う
委
任
者
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
利
怠
な
し
に
君
が
金
銭
を
袋
し
付
け
る
よ
う
委
任
す
る
な
ら
ば
、
委
任
は
第
三
者

の
利
益
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
。
(
六
)
委
任
が
殺
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
の
は
、
例
え
ば
委
任
者
が
君
に
、
君
の
金
銭
を
利
息
付
き
で

貸
す
よ
り
む
し
ろ
由
民
地
の
資
い
入
れ
に
投
資
す
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
反
対
に
農
地
の
買
い
入
れ
よ
り
は
む
し
ろ
利
息
付
き
で
貸
す
こ
と
に
投

資
す
る
よ
う
に
、
私
が
君
に
委
任
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
類
の
委
任
は
委
任
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
助
言
で
あ
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
僚

務
を
魚
、
つ
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
何
人
も
助
言
か
ら
委
任
の
依
務
を
魚
、
つ
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
助
言
が
、
そ
れ
を
与
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
者
の
利
訴
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
助
言
が
利
益
に
な
る
か
ど
う
か
を
自
分
の
判
断
で
吟
味
す
る
の

は
皆
自
由
で
あ
ろ
う
か
ら
。
従
っ
て
、
も
し
沼
が
自
家
に
遊
休
資
金
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
君
が
何
か
の
物
を
良
、
っ
か
そ
の
金
銭
を
貸
し
付

け
る
よ
う
、
誰
か
が
勧
め
た
場
合
に
、
例
え
そ
の
物
の
購
入
あ
る
い
は
袋
し
付
け
が
認
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
者
は
君
に
対
し

委
任
に
恭
づ
く
交
を
負
わ
な
い
。
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日
目
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E
g
g
s
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出
回
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山
匂
ロ
再
出
巾
巾
H
U
E
S門
戸
出
口
語
句

E
U円円。口出口
2
5・
F

片
2
5
g
c
c
c出
国
宮
古
作

n
c
z
g戸内
同

c
g日
Z
E
Z
3
5
5
F
2
5
2出門
C
R
W

出
{5c一間・
5
5
5
回一

S
E
E
m
g巾
吋
巾
出
〈
包

8
8
円吋

E
2・
ρ
5
5〈一田口
C
ロ

zua一四
片
付
目
立
巾
即
日
巾
呂
田
回
開
〈
問
一
円
円
四
応
答
日
一
声
き
ロ

5
5
2
2
)山口戸田口品目片山

仲
間
口
四
円
口
門
会
口
出
同

ω司
N
m
-
U
円・1
叶
)
」
以
上
を
比
較
す
る
と
、
ガ

l
イ
ウ
ス
「
法
学
提
要
い
に
お
い
て
は
一
二
類
型
が
検
討
さ
れ
る
の
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

ユ
後
「
法
学
徒
妥
い
と
河
章
第
一
一
法
文
で
は
六
類
恕
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ワ
ト
ソ
ン
は
、
後
二
者
で
の
分
類
が
、
後
古

典
m
m
法
学
の
分
類
愛
好
傾
向
を
示
す
好
例
と
〔
学
界
で
〕
一
般
に
み
な
さ
れ
て
い
る
旨
指
摘
し
て
い
る
(
者
尽
き
戸
。

z
m
r
℃
-
N
3
0

(
日
)
フ
ィ

i
ヴ
ェ
ク
は
、
本
史
料
を
も
っ
て
、
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
ツ
の
い
う
結
合
術

2
5
2
g玄
E
S江
田
)
の
法
律
学
へ
の
適
用
で
あ
る
と
論
ず
る
。

本
稿
で
も
述
べ
た
「
委
任
者
・
受
任
者
・
第
三
者
の
三
者
と
も
に
利
益
と
な
る
よ
う
な
類
型
」
の
欠
如
に
つ
い
て
も
す
で
に
ラ
イ
ブ
ニ
ツ
ツ
が

理
由
不
明
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
フ
ィ

1
ヴ
エ
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
欠
如
が
生
じ
た
現
出
に
つ
い
て
、
結
合
術
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ

る
素
材
に
対
し
て
(
た
い
て
い
は
専
門
科
学
由
来
の
)
体
系
的
思
考
が
あ
て
は
め
ら
れ
た
時
に
生
ず
る
齢
額
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上

記
の
諸
点
に
つ
き
フ
ィ

l
ヴ
ェ
ク
「
結
合
術
」
九
九
一

O
O頁
を
参
照
。
ま
た
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の
結
合
術
自
体
の
概
姿
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
フ
ィ

l
ヴ
エ
ク
「
結
合
術
」
…

0
0
1
…
0
凶
頁
を
参
照
〔
本
法
文
が
法
学
方
法
論
の
素
材
と
な
る
こ
と
に
つ
き
、
筆
者
は
始
め
安
原
遠
山
出

先
生
の
口
頭
発
表
、
「

Fag~N-
〉
訟
の

0
5玄
E
Z
S
に
お
け
る
法
学
的
事
例

11「
y-
話
各
委
巾
向
精

1門O
R
r
g仏
〕
ロ
ユ
名
門

c
b
g
N第
六
家
ト
ピ
ク

と
結
合
術
を
め
ぐ
っ
て
」
(
科
学
研
究
資
廿
部
数
研
究

B
「
法
学
と
レ
ト
リ
ッ
ク
」
第
一
郎
全
体
研
究
会
、
二

O
O
四
年
七
月
四
日
ピ
ア
ザ
淡
海
に

て
)
に
お
い
て
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
吉
原
先
生
に
は
今
回
改
め
て
ご
教
示
と
資
料
の
供
与
に
与
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
申
し
上

げ
た
い
〕
。

(vm)

巧出仲間
o
p
(
U
Y向
H
N
r

℃匂
-
H
H
H
t
H
H

仏

(
げ
)
銑
…
俄
で
あ
り
な
が
ら
負
担
を
負
う
の
は
、
ま
ず
第
一
に
受
任
者
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
契
約
の
構
成
に
よ
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
信
用
委
任

な
ど
の
か
た
ち
で
委
任
者
が
負
担
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

以
上




